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P107a FU Ori型星V960 Monの高分散分光観測
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前主系列段星は、原始惑星系円盤からの質量降着により成長する。典型的な質量降着率は 10−7太陽質量/年だ
が、稀に 10−4 太陽質量/年まで突発的に上昇して増光する。このような増光を起こす天体を FU Ori型星という。
この増光が起こった際の光球や原始惑星系円盤の進化を理解することは、星と惑星の形成過程を理解する上で重
要だが、FU Ori型星として確認された天体はこれまでに数十天体しかなく、理解が乏しい。
V960 Monは 2014年 11月に増光が確認されたFU Ori型星である。この天体に対し継続的な中分散 (R∼10000)

分光モニター観測を行った結果、Fe IやCa Iなどの吸収線が徐々に深くなる一方で、Fe IIの吸収線が次第に浅く
なることが分かった。FU Ori型星は原始惑星系円盤の大気スペクトルが支配的であると考えられるため、このよ
うな吸収線変動は原始惑星系円盤の有効温度や表面重力の変化を表している可能性がある (Takagi et al.2018)。し
かし、吸収線のプロファイルが変化している可能性もみられ、高分散分光観測による詳細な調査が必要であった。
そこで我々は、V960 Monに対し 2018年 1月にすばる望遠鏡/可視高分散分光装置HDSを用いて可視高分散ス

ペクトルを取得した。さらに 2014–2017年のKeck望遠鏡/可視高分散分光器HIRES のアーカイブデータも用い
て吸収プロファイルの変動を調査した。その結果、2018年 1月に取得したV960 Monのスペクトルは増光した円
盤成分と中心星成分の和で説明でき、さらに増光前後で中心星の物理量が明らかに変化している様子はないこと
がわかった。本講演では円盤スペクトルの進化や中心星の物理量について詳細に議論する。


